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第１８回日本地学オリンピックの一次予選が１
２月２１日（日）に開催され、３人の生徒が参加し
ました。日本地学オリンピックは、小・中・高校生
のみなさんが地学に関わる知識や思考力を競い合
い、日本全国、さらには世界各国の人々と仲間をつ
くり、地球を楽しむことを目的としています。そし
て、試験に向けた学びをＳＤＧｓの達成と自然災害や
環境問題の理解に役立てることを目指しています。 
オンラインで開催された一次予選には、全国から

１,４３３人の参加があり、そのうち本校からは、探究科の２年次生が１人、文理探究科の
１年次生が２人参加しました。一次予選では６０問が出題され、この結果をもとにして上
位およそ２００人が二次予選に出場することができます。残念ながら、本校生徒は二次予
選に進むことはできませんでしたが、例年、普通科文系コースや人文社会科学科の１・２
年次生で、日本地学オリンピックへの参加をきっかけに地学への興味・関心を高め、引き
続き自主的に学習し、３年次の大学入学共通テストの理科の科目の１つとして地学基礎を
選択する生徒がいます。日本地学オリンピックに参加した生徒以外にとっては難しい選択
ですが、これに向けてしっかり学習した普通科文系コースや人文社会科学科の１・２年次
生は、大学入学共通テストで地学基礎を考えてみてもよいと思います。 
昨年度までは、新年を迎えた１月に日本数学オリンピックが開催されていましたが、今

年度から１１月の実施に変更されたため、このたびの日本地学オリンピックが、今年度最
後の科学オリンピックでした。生徒のみなさんの興味・関心の高まりと意欲の向上により、
昨年度に続き今年度も国立研究開発法人科学技術振興機構（以下、「ＪＳＴ」という。）が関
わる７つの国際科学オリンピックの国
内予選すべてに本校生徒が参加し、参加
した生徒の人数はのべ９７人でした。ＪＳ
Ｔが、国際科学オリンピックを紹介する
ために発行している国際科学技術コン
テストのリーフレット（https://www.jst.
go.jp/cpse/contest/student/pdf/contest20
25.pdf）には、科学オリンピックに参加し
た経験を生かす方法の一つとして、「大
学入試におけるメリット」がまとめて掲
載されています。そして、今年度も本校
の３年次生が、科学オリンピックに参加
した経験を生かして、総合型選抜や学校
推薦型選抜に挑戦しました。３年次に
なってから慌てて受験した生徒もいま
したが、受験勉強との両立
を考えると、２年次までに
挑戦することが望ましい
と思います。１年次生は、
来年度が最後のチャンス
と考えて、今のうちから、
挑戦したいコンテストを
選んでみませんか。 

ＪＳＴが主催する科学オリンピックに参加した、本校生徒ののべ人数 

大会名 
普通科 探究科 

文 理 
探究科 合計 

３年 ２年 １年 ３年 ２年 １年 

第３６回日本数学オリンピック  ３   ３ ８ １４ 

化学グランプリ２０２５  ２  １ １ ３ ７ 

日本生物学オリンピック２０２５ ３   ２  ９ １４ 

第２１回全国物理コンテスト物理チャレンジ２０２５  １  １ ４ ７ １３ 

第２５回日本情報オリンピック  ６ ６  ７ ２１ ４０ 

第１８回日本地学オリンピック     １ ２ ３ 

第２０回科学地理オリンピック日本選手権  １   ２ ３ ６ 

第１４３号 

探究科 

普通科 

国際科学オリンピックを紹介するリーフレットと、そのウェブページの二次元コード 

第１８回日本地学オリンピックに参加した生徒 
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１０月１９日（日）に、

本校生徒２２人と宇部
高等学校の生徒１９人
が協働して、山陽小野田
市立山口東京理科大学
の薬学部で実験に挑戦
しました。このたび本校
から参加した生徒は、普
通科の３年次生が１人、
２年次生が８人、１年次
生が４人、探究科の２年次生が２人、文理探究科の１年次生が７人です。 
当日は、大学に到着したのち、大学の紹介や、これから合成するエダラボン注射液につ

いて説明がありました。エダラボン注射液は、脳梗塞や筋萎縮性側索硬化症の治療薬とし
て用いられているものです。そして、説明を担当された薬学部 教授 松永 浩文 先生
は、本校の学校運営協議会委員やスーパーサイエンスハイスクール運営指導委員を務めて
おられます。午後からは実験室に移動して、いよいよ合成実験です。アセト酢酸エチルと
有毒な物質であるフェニルヒドラジンを混合して加熱し、１４０℃を保ち続けると合成す
ることができました。そして、ジエチルエーテルを加えることにより生じたエダラボンを
結晶にしました。実験では液温を１４０℃に保つため、シリコーンオイルを入れたオイル
バスで加熱したり、溶液から結晶を分離するためブッフナー漏斗で吸引ろ過をしたりしま
した。学校で行う普段の実験では使ったことがない機器を用いて医薬品を合成するなど貴
重な経験を積むとともに、実験の合間には、山口東京理科大学の学生や宇部高等学校の生
徒のみなさんと大学や高校での生活、将来の夢などについて語り合いました。 
実験の後に参加した生徒が書いた学習シートには、「実際に医療現場で使用され、人の

命を救っている薬を自分でつくる体験ができ、興味深かった。」や「実験は大変だったけ
れども、目的の物質を合成できたとき
の達成感やうれしさはとても大きいも
のだった。」「大学生に大学生活につい
て尋ねたところ、勉強も大変だが楽し
いことも多いと聞いて、大学に進学す
ることへの興味が高まった。」などがあ
りました。参加した生徒の多くは、将来
薬剤師を目指しています。夢の実現に
向け、これからも頑張ってください。 

 

 

１１月２日（日）に英会話部の生徒６人が、オンラインで開催された令和７年度山口県
高校生ディベート大会に参加しました。参加した生徒は、普通科の２年次生１人と、探究
科の２年次生５人です。ディベートの論題は、「Ｔｈｅ Ｊａｐａｎｅｓｅ Ｇｏｖｅｒｎｍｅｎｔ ｓｈｏｕｌｄ 
ｂａｎ ｃｈｉｌｄｒｅｎ ｕｎｄｅｒ １６ ｙｅａｒｓ ｏｌｄ ｆｒｏｍ ｕｓｉｎｇ ｓｏｃｉａｌ ｍｅｄｉａ.(日本政府は１６歳未
満のソーシャルメディア利用を禁止すべき。)」で、
大会には、本校に加え４つの高等学校が参加してい
ました。参加した６人は、大会に向けて論題を肯定
するための意見と否定するための意見をそれぞれ
考えてきました。さらに、これらの意見をわかりや
すく英語で発表する準備もしてきました。残念なが
ら、入賞には届きませんでしたが、大会に向けて努
力し戦い抜いたこの経験を、これからの学校生活で
生かしていきましょう。 

探究科 

普通科 

参加した宇部高等学校と本校の生徒 

グループに分かれて実験に挑戦 
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